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微生物の世界から実験動物学の世界へ
京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設

平野里佳

はじめに
京都大学大学院医学研究科附属動物実験施設の平

野と申します。このたび，前号の田口純平先生よりご
紹介いただきまして，会員便りを執筆する機会を頂
戴しました。私は2026年3月まで東京大学医科学研
究所（以下，「医科研」という。）に所属しておりまし
たが，これまで共に研究を行ってきた吉見一人先生
が4月に京都大学に着任されたことに伴い，私も京都
へ拠点を移すこととなりました。ご紹介いただきま
した田口先生も同じタイミングで医科研から京都に
移られ，現在は同じ研究室に所属しております。
本稿では，学生時代に微生物を主体とした研究を

はじめた私が，実験動物の研究にどのように携わる
ようになったか，その過程を振り返りながら記述さ
せていただきます。

研究の入り口：微生物研究の日々
私は学部生の時，石川県立大学の腸内細菌共生機

構学講座という研究室で，栗原新先生のご指導のも
と，応用微生物学の研究を開始しました。この研究室
では，腸内細菌と宿主であるヒトの共生関係を腸内
細菌が産生しヒトに影響を与える，また，ヒトが生産
し腸内細菌に影響を与える低分子化合物を通して理
解することを目的としていました。
当時は腸内細菌の培養を中心とした実験を行って

いました。腸内細菌の生育環境は大腸内であるため，
酸素のない条件（嫌気条件下）でしか生育できないも
のが多く，嫌気条件を維持できる「嫌気チャンバー
（図1）」という装置内で細菌を扱っていました。当時
使用していた嫌気チャンバーは，腕を直接装置内に
入れて作業することが出来るため操作性に優れてい
る反面，チャンバー内は常時37℃に設定されており，
毎日の数時間の作業はなかなかにこたえるものでし
た。ここでは，このような装置を使いながら，ビフィ
ズス菌の増殖を促進する糖質の開発やその機構解明，
そしてビフィズス菌と糖質の組み合わせを用いて病
原菌の生育抑制を試みる研究を行っていました。

実験動物との出会い
前述の培養研究を進める中で，試験管内で得られ

た知見が生体内でどのように機能しているのかを検
証する目的で，マウスへの腸内細菌投与実験を行う
ことになりました。その際，吉見先生にお世話になり，
医科研で実験を行いました。これが，私が実験動物施
設をはじめて利用するきっかけとなりました。当初
はマウスの保定が思うようにいかず，苦労したこと
を今でも覚えています。この経験を通して，個体レベ
ルの実験の重要性を学びました。最終的に，これらの
成果をまとめた論文を主軸として，博士の学位を取
得しました。

ゲノム編集技術およびラット研究への着手
その縁もあり，2023年には医科研附属実験動物研

究施設 先進動物ゲノム研究分野に研究員として所属
しました。同分野は真下知士先生が主宰されており，
私は吉見先生を受入研究者として新たな研究生活を
スタートさせることとなりました。この研究室では，
国産新規ゲノム編集技術CRISPR-Cas3の開発や，ゲ

会員便り

図1　嫌気チャンバー
チャンバー内は嫌気条件，37℃に保たれています。
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ノム編集技術を用いたヒト化動物の創成を目指した
研究が行われていました。
ゲノム編集技術の勉強は一からはじめることとな

りましたが，それを用いて新たな腸内細菌モデルラッ
トを作製することを目指しました（図2）。それまで
は目に見えない微生物を対象として扱ってきました
が，宿主と細菌間の相互的な理解を目標に，ここでは
宿主側の遺伝子を改変することで，生命現象をより
精密かつ体系的に解析するための「モデル」を構築す
る技術を学びました。
また，この時期に日本実験動物学会へ入会し，

2023年の大会にも参加しました。そこでは，飼育管
理から遺伝子改変技術にいたるまで，実験動物学が
包含する専門分野の広さを深く認識しました。
医科研在籍時には，鹿児島県の奄美大島にある医

科研の施設である「奄美医科学研究施設」を見学す
る機会がありました。同施設は霊長類を用いた感染
実験が可能な国内でも貴重な拠点です。リスザルや
ヨザルの飼育管理の現場を見学させてもらいました。
また，奄美大島に滞在中には，野生のケナガネズミに
遭遇する機会もありました（図3）。ケナガネズミは
奄美大島・徳之島，沖縄地方の固有種であり，国内希
少野生動植物種や国指定天然記念物で，尻尾の先が
白いことが特徴の日本最大のネズミです。医科研の
所属時代に奄美大島には3回訪れましたが，3回目で
やっと出会うことができました。同行していた研究
室メンバーと共に，その場に留まって観察しました。
日々，動物施設で接しているラットとはまた異なる
特徴を持つ野生のケナガネズミの愛らしい様子に癒

されました。ここでケナガネズミに会えたことはと
ても嬉しかったです。

京都大学に移って
冒頭にも書きましたが，現在は京都大学に移りま

して，引き続きラットの研究を行っています。また，
京都大学は「ナショナルバイオリソースプロジェク
ト『ラット』（NBRP-Rat）」の中核機関であり，ライフ
サイエンス研究の基盤となるバイオリソースの収集・
保存・提供を行っています。以前の所属である医科
研もNBRP-Ratの分担機関ではありましたが，京都大
学に移ってからNBRP-Ratに系統維持を中心に関わら
せていただいております。執筆時点で着任してまだ2

か月ではありますが，バイオリソースを正確かつ安

図3　ケナガネズミ
左 )奄美大島で2匹のケナガネズミに遭遇しました。右）背中に長い毛が生えていました。

図2　ラット
カメラを向けたときにかわいいポーズをとってくれ
ました。
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定的に研究者の方々へ提供することの重要性を実感
しています。飼育室では多様な系統を維持しており，
さまざまなラットに触れながら日々を過ごしていま
す。

おわりに
最後になりますが，少しだけ進路選択の話をさせ

ていただきます。正直なところ，学部生の頃の私は，
博士課程に進学する気は全くありませんでした。周
囲に博士課程進学者や大学の先生以外の博士号取得
者の知り合いがほとんどいなかったため，博士課程
という選択肢が具体的に浮かんでいませんでした。
しかし，研究を進めていく中で，自分の研究テーマを
最後まで見届けたいという気持ちが強くなり，進学
の道を選択しました。思えば，博士課程への進学を決
心したのは修士課程2年生の時期であり，決断の時期
は他の博士号取得者の方々と比較してもかなり遅い
方であったと思います。進学の際には大きな不安も
ありましたが，いざ進学してみたときに大変驚いた

のは，大学の内外を問わず，多くの先輩研究者の先
生方が一学生の進学を喜んでくださり，温かく応援
してくださったことです。学会等でその場で初めて
お会いした先生方からも，「博士課程進学者が少なく
なってきているが，ぜひ若い人たちにもっと科学を
盛り上げてほしい」，と心強いお言葉を頂きました。
当時応援してくださった皆様にはこの場をお借りし
て感謝申し上げます。安易に進学を勧めることは無
責任かもしれませんが，もしこれを読んでくださっ
ている方の中に進路を迷っている方がいらっしゃる
としたら，最初から強い進学の意志がなくても，後か
ら生まれた自分の好奇心に従って飛び込んでみたと
きに，意外と道が繋がっていった一例として，私の経
験を受け取っていただけたら幸いです。
異分野から実験動物学の世界にやってきた私です

が，本学会の総会や様々な機会でお会いした際には
皆様とお話しできることを楽しみにしております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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他学会情報

公益社団法人日本実験動物協会の動き

Ⅰ 第 42 回定時総会
本協会は，令和 8年 6月 11日に日本教育会館にて第 42回定時総会を開催し，役員改選を行う
とともに，令和 7年度決算を承認いたしました。貸借対照表につきましては，当協会ホームペー
ジに掲載いたします。
今回，新たに就任された役員は，細田英明理事，松村久美子理事，ならびに外部監事として石
橋朋子氏です。また，三宅誠司理事が退任されました。さらに，本総会において，永年にわたり
理事としてご尽力いただいた三宅誠司氏に役員功労賞を，委員として貢献された影山靖氏，藤平
篤志氏に委員功労賞が贈呈されました。

Ⅱ 実験動物技術者資格認定試験
1． 2級　学科試験　8月 2日（日） 実技試験　11月 28日（土）
2． 1級　学科試験　9月 12日（土） 実技試験　11月 29日（日）

Ⅲ 各種実技研修会について
1． 実験動物基本技術研修会（1級及び 2級）
開催予定日：令和 8年 8月 29日（土），30日（日）
開催場所：日本獣医生命科学大学

2． 実験動物高度技術者養成研修（白河研修会）
開催予定日：令和 8年 9月 9日（水）～ 11日（金）
開催場所：（独）家畜改良センター中央畜産研修施設

◆  詳細につきましては，ほかの行事予定も含めて，日動協ホームページ（https://www.
nichidokyo.or.jp/）にて随時お知らせいたしますので，ご覧いただければ幸いです。

Ⅳ 各種実技研修会について
「ビジュアルガイド　実験動物の感染症と微生物モニタリング」が本年 4月に出版されました。
本書は，平成 27年発行の「実験動物の感染症と微生物モニタリング」から 10年ぶりとなる増補
改訂版であり，新たな病原体に関する項目の追加に加え，PCR法を用いた新たなモニタリング計
画を検討する際の留意点など，最新の知見を盛り込んでいます。
本書は，微生物モニタリング業務担当者のみならず，実験動物に携わる技術者にとっても必見・
必携の一冊です。写真や表を多数掲載しており，実験動物 1級技術者を目指す方にとっても参考
図書として大変おすすめです。今後の業務やスキル向上にお役立ていただければ幸いです。

◆  詳細につきましては，日動協ホームページの「協会の刊行物・DVD（https://www.nichidokyo.
or.jp/publication.html）」をご覧いただければ幸いです。
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日本実験動物学会からのお知らせ

1. 開催日時
令和 8年 5月 1日（金）13:00～ 15:20

2. 会場
東京大学農学部 3号館 1階 141会議室
東京都文京区弥生 1-1-1

3. 理事現在数及び定足数並びに出席理事数及び
その氏名
理事現在数　20名　定足数　11名
出席理事数　20名
 小倉淳郎（理事長），久和　茂（理事長代行），
岡村匡史，國田　智，高橋英機，林元展人 
（以上常務理事），伊川正人，越本知大， 
佐加良英治，佐々木えりか，佐々木宣哉， 
塩谷恭子，高橋　智，竹尾　透，中村紳一朗，
夏目知佳子，成瀬智恵，真下知士，森松正美，
吉木　淳（以上理事）

4. 監事現在数及び出席監事氏名
監事現在数　2名
出席監事数　2名
 今井良悦，杉山文博（以上，監事）

5. その他の出席者氏名
 鈴木　真
 （第 73回大会長　沖縄科学技術大学院大学）
 荘　一隆，小島美穂（以上，税制経営研究所）
 三枝順三， 久保田久代（以上，事務局）

6. 議長の氏名
 小倉淳郎

7. 議　題
〈審議事項〉
第 1号議案 令和 7年度事業報告について
第 2号議案 令和 7年度収支決算報告並びに監事

監査報告について
第 3号議案 令和 8–9年度役員の選任について
第 4号議案 令令和 7年度後期新入会員について
第 5号議案 定期大会開催担当理事に関する規程

（案）及び定期大会開催に関する申
し合わせ（改正案）について

〈報告事項〉
1. 令和 7年度委員会活動報告ならびに令和 8年
度委員会活動計画

2. 第 74回大会の準備状況
3. 第 73回大会長による大会概要説明

8. 議案の審議及び議決結果等
（1）定足数の確認
冒頭で高橋英機庶務担当理事が定足数を確認

し，議長が本会議の成立を宣言した。
（2）議案の審議及び議決結果等
第 1号議案 令和 7年度事業報告について
國田 智庶務担当理事より審議資料 1につい
て説明があり，令和 7年度事業報告案が原案
通り承認された。

第 2号議案 令和 7年度収支決算報告並びに監
事監査報告について

岡村会計担当理事及び今井監事より審議資料
2について説明があり，令和 7年度収支決算
報告案並びに監事監査報告案が原案通り承認
された。

第 3号議案 令和 8–9年度役員の選任について
小倉理事長から審議資料 3について説明があ
り，令和 8–9年度役員候補者が原案通り承認
された。

第 4号議案 令和 7年度下半期新入会員について
小倉理事長から審議資料 4について説明があ
り，令和 7年度後期新入会員が原案通り承認
された。

第 5号議案 定期大会開催担当理事に関する規程
（案）及び定期大会開催に関する申
し合わせ（改正案）について

久和 茂理事長代行から審議資料 5について
説明があり，定期大会開催担当理事に関する
規程（案）及び定期大会開催に関する申し合
わせ（改正案）が原案通り承認された。

（3）報告事項
1. 令和 7年度委員会報告並びに令和 8年度委員
会活動計画が各担当理事から報告された。

公益社団法人日本実験動物学会
令和 8 年度第 1 回理事会議事録
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 編集委員会（高橋　智委員長）
 学術集会委員会（真下知士委員長）
 財務特別委員会（久和　茂委員長）
 国際交流委員会（吉木　淳委員長）
 広報・情報公開検討委員会 
（佐加良英治委員長）

 動物福祉・倫理委員会（成瀬智恵委員長）
 定款・細則・規定等検討委員会 
（佐々木宣哉委員長）

 実験動物感染症対策委員会 
（中村紳一朗委員長）

 教育研修委員会（佐々木えりか委員長）
 実験動物管理者研修制度委員会 
（竹尾　透委員長）

 人材育成委員会（越本知大委員長）
 将来検討委員会（伊川正人委員長）
 動愛法等対策委員会（塩谷恭子委員長）
 外部検証委員会（森松正美委員長）

2. 竹尾　透 第 74回大会事務局長より大会準備
状況が報告された。

3. 鈴木　真 第 73回大会長より大会概要が報告
された。

以上をもって議案の審議を終了した。
15時 20分に閉会を宣言し解散した。
 この議事録が正確であることを証するため，出
席した理事長及び監事は記名押印する。
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1. 開催日時
令和 8年 5月 28日（木）16:30～ 17:00

2. 会場
沖縄コンベンションセンター
会議棟 A　会議場 A2

3. 理事現在数及び定足数並びに出席理事数及び
その氏名
理事現在数　20名　定足数　11名
出席理事数　19名
 浅野　淳，小倉淳郎，角田　茂，庫本高志，
國田　智，佐々木（中南）えりか， 
佐々木宣哉，塩谷恭子，高倉　彰，竹尾　透，
栃内亮太，西島和俊，林元展人，真下知士，
三浦竜一，水野聖哉，森松正美，山田久陽，
吉木　淳

欠席理事数　1名
 夏目（藤澤）知佳子

4. 監事現在数及び出席監事氏名
監事現在数　2名
出席監事数　2名
 櫻井　保，杉山文博（以上，監事）

5. その他の出席者氏名
 三枝順三，三國ミサ，久保田久代 
（以上，事務局）

6. 議長の氏名
 三枝順三（第 1号議案）
 小倉淳郎（第 2号議案以降）

7. 議　案
第 1号議案 代表理事の選定
第 2号議案 業務執行理事の選定
第 3号議案 委員会の設置と委員長の選定

8. 理事会の議事の経過の要領及びその結果
（1）定足数の確認等
冒頭で三枝事務局長が定足数の充足を確認

し，本会議の成立を宣した。
（2）議案の審議状況及び議決結果等
第 1号議案 代表理事の選定
三枝事務局長より，定款 5章第 20条第 2項
および第 21条第 3項に則り代表理事（以下，
理事長）の選定のための説明が行われ，選挙
で選出された理事からは小倉淳郎理事が理事
長候補に推薦されていることが報告された。

次いで，國田 智理事より小倉淳郎理事を理
事長に推薦する提案があった。
審議の結果，小倉淳郎理事を理事長とするこ
とが出席理事全員一致で承認された。
以後の審議は小倉理事長を議長に実施され
た。

第 2号議案 業務執行理事の選定
小倉理事長より，定款 5章第 20条第 3項お
よび 21条第 3項に則り業務執行理事（以下，
常務理事）の選定のための説明が行われ，以
下の理事が小倉理事長より常務理事に指名さ
れた。

 理事長代行：國田　智 理事
 庶務担当常務理事 ：庫本高志 理事
 庶務担当常務理事 ：西島和俊 理事
 会計担当常務理事 ：栃内亮太 理事
 会計担当常務理事 ：林元展人 理事
審議の結果，上記理事を常務理事とすること
が出席理事全員一致で承認された。

第 3号議案 委員会の設置と担当の選定
小倉理事長より，委員会・ワーキンググルー
プ規程第 1条および 2条に従い委員会の設置
と委員長の選定のための説明が行われ，常置
委員会と各委員会の担当は以下の通り小倉理
事長より指名された。

 編集委員会：角田　茂 理事
 学術集会委員会 ：真下知士 理事
 財務特別委員会 ：夏目（藤澤）知佳子 理事
 国際交流委員会 ：吉木　淳 理事
 広報・情報公開検討委員会 ：山田久陽 理事
 動物福祉・倫理委員会：浅野　淳 理事
 定款 ･細則 ･規定等検討委員会： 

 佐々木宣哉 理事
 実験動物感染症対策委員会 ：高倉　彰 理事
 教育研修委員会 ：佐々木（中南）えりか 理事
 実験動物管理者研修制度委員会： 

   竹尾　透 理事
 人材育成委員会 ：三浦竜一 理事
 将来検討委員会 ：水野聖哉 理事
 動愛法等対策委員会：塩谷恭子 理事
 外部検証委員会 ：森松正美 理事

公益社団法人日本実験動物学会
令和 8 年度第 2 回理事会議事録
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 審議の結果，上記の通り委員会の設置と担当
理事が，出席理事全員一致で承認された。

（3）その他
 議長より今後の会務運営等の説明要望に対
し，三枝事務局長より学会運営を円滑に進め
るために，各理事は令和 8–9年度在任評議員
候補者の推薦および担当委員会委員の選任を
6月中旬までに完了するように要請がなされ
た。

以上をもって議案の審議を終了した。
17時 00分に閉会を宣言し解散した。
 この議事録が正確であることを証するため，出
席した理事長及び監事は記名押印する。
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日 時： 令和 8年 5月 28日（木）
  13:30～ 14:00
場 所： 沖縄コンベンションセンター
  劇場（第 1会場）
総社員数： 962名

［定足数の確認］
國田庶務担当理事によって，出席者数（含む議

決権行使書）が下記のとおり確認され，定足数を
満たし総会が成立している旨の報告が行われた。
出 席 者：181名
委任状数：325名
定 足 数：337名

［出席理事及び監事］
理 事 長：小倉淳郎
理事長代行：久和　茂
常務理事： 岡村匡史，國田　智，高橋英機，

林元展人
理 事： 伊川正人，越本知大，佐加良英治，

佐々木 えりか，佐々木宜哉， 
塩谷恭子，竹尾　透，中村紳一朗，
夏目知佳子，成瀬智恵，真下知士，
森松正美，吉木　淳

監 事：今井良悦，杉山文博
［議長の選出］
國田庶務担当理事が議長の選出を出席者に諮っ

たところ，出席者より若松真矢会員の推薦があり，
異議なく推薦通り選出された。
以後，若松会員を議長として総会が開催された。

［議事録署名人の選出］
若松議長より西村 悠会員，王 振吉会員を議事録

署名人として推薦したい旨の発議があり，出席者に
諮ったところ，異議なく推薦通り選出された。

議　題
［審議事項］
第 1号議案 令和 7年度事業報告
若松議長から第 1号議案が上程され，國田庶務
担当理事が令和 7年度事業報告の要点を第 73
回通常総会資料の第 1頁から第 5頁にもとづき
説明した。
これに対して，若松議長は第 1号議案を出席者
に諮り，特に質疑応答はなく，全会一致で本議
案が承認された。

第 2号議案 令和 7年度収支決算ならびに監査報告
若松議長から第 2号議案が上程され，岡村会計
担当理事が令和 5年度収支決算の要点を第 73
回通常総会資料の第 6頁から第 15頁にもとづ
き説明した。次いで今井監事が第 73回通常総
会資料の第 16頁の監査報告について説明した。
これに対して，若松議長は第 2号議案を出席者
に諮り，特に質疑応答はなく，全会一致で本議
案が承認された。

第 3号議案 令和 8–9年度役員の選任
本総会の終結をもって理事及び監事全員が任期
満了となるため，若松議長から第 3号議案が上
程された。議長が第 73回通常総会資料第 17頁
にもとづき令和 8–9年度役員の選任について説
明した。
次いで，若松議長は個々の役員候補者の氏名を
読み上げて出席者に候補者ごとの承認を諮り，
特に質疑応答はなく，全会一致で本議案が承認
された。

［報告事項］
令和 8年度事業計画・収支予算
若松議長から令和 8年度事業計画・収支予算に
ついて令和 8年 3月 10日に開催された令和 7
年度第 3回理事会において承認されたこと及び
その内容が第 73回通常総会資料の第 18頁から
第 21頁に記載されている旨の報告があった。

［閉会］
 以上により本日の議事はすべて終了し，若松議
長は閉会を宣言した。

公益社団法人日本実験動物学会
第 73 回通常総会議事録
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令和 9 年度日本実験動物学会賞（功労賞，安東・田嶋賞，奨励賞）
受賞候補者の推薦受付について

令和 9年度日本実験動物学会賞の推薦を下記の要領で受け付けます。学会ホームページ＞
学会案内＞賞（http://jalas.jp/gakkai/prize.html）に，「推薦受付について」，「推薦募集要項」，「表
彰規程」を掲載しておりますので，推薦募集要項および表彰規定に従いご応募下さい。
ご不明な点は事務局（Tel: 03-3814-8276　 e-mail office@jalas.jp）までお問い合わせ下さい。

 【受 付 期 間】 令和 8年 7月 1日（水）～ 9月 30日（水）必着

 【書類の提出先】 応募書類は簡易書留として下記へお送りください。
  〒 113-0033東京都文京区本郷 6-26-12　東京 RSビル 3F
  公益社団法人日本実験動物学会理事長　小倉淳郎　宛

第 76 回日本実験動物学会総会大会長立候補者の受付について

第 76回日本実験動物学会総会大会長の立候補を下記の要領で受付けます。
第 76回総会の開催予定日は令和 11年 5月です。

 【受 付 期 間】 令和 8年 7月 1日（水）～ 10月 30日（金）（必着）

 【書類の提出先】 申請書類は簡易書留にてお送りください。
  〒 113-0033東京都文京区本郷 6-26-12　東京 RSビル 3F
  公益社団法人日本実験動物学会理事長　小倉淳郎　宛

申請書類の様式及び定期大会開催に関する申し合わせについては本学会ホームページ＞ 
お知らせ＞学会大会長の立候補受付（https://www.jalas.jp/info/teiki-kaisai.html）に掲載されて
おります。
不明な点は事務局（Tel: 03-3814-8276　e-mail office@jalas.jp）までお問い合わせ下さい。

第 14 回実験動物科学シンポジウムの開催

テ ー マ：性と疾患
日 時：2026年 10月 23日（金）午後（予定）
場 所：オーテピア（高知県高知市追手筋 2-1-1）
情報交換会：検討中（高知市内）
世 話 人：津田雅之（高知大学），磯谷綾子（奈良先端科学技術大）
主 催：日本実験動物学会
共 催：関西実験動物研究会
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Experimental Animals
— 和 文 要 約 —

Vol. 75, No. 3 July 2026

原著

性ホルモンが肥満2型糖尿病モデルZFDMラットの糖尿病発症 
および膵島の遺伝子発現に及ぼす影響 ..................................................................262–276

横井伯英 1)・重中咲希 1)・中田千陽 1)・高木美智 1)・XIAO YUTING1)・廣小路知貴 1)・ 
笹瀬智彦 2)・宇野絹子 2)・太田　毅 2)

1)京都大学大学院農学研究科応用生物科学専攻動物遺伝育種学分野，2)京都大学大学院農学研究科
応用生物科学専攻生体機構学分野

2型糖尿病の発症には性差が認められ，男性は女性よりも発症しやすいことが知られる。肥
満2型糖尿病モデルであるZFDMラットには，糖尿病の発症に明確な性差が見られ，オスはす
べて糖尿病を発症するのに対し，メスは発症しない。本研究では，性ホルモンがZFDMラット
の糖尿病発症および膵島の遺伝子発現に及ぼす影響を検討した。すべての実験には，レプチン
受容体変異（fatty, fa）をホモ接合型で有する6週齢のZFDMラットを用いた。オスZFDMラッ
トに対する精巣摘出術は糖尿病の発症には影響を与えなかったが，非絶食時血糖値をわずか
に低下させた。メスZFDMラットに対する卵巣摘出術は，1匹の糖尿病発症個体を除いて，非
絶食時血糖値には影響を与えなかったが，糖耐能を悪化させた。オスZFDMラットに対する女
性ホルモン（17β-エストラジオール，E2）の投与は，糖尿病の発症を抑制した。オスZFDMラッ
トにおけるE2投与群とペアフィーディングを実施した群においても糖尿病の発症は抑制され
た。オスZFDMラットから単離した膵島にE2を処置すると，2型糖尿病およびインスリン分泌
に関連する遺伝子の発現が，単純肥満モデルZFラットの遺伝子発現パターンに近づいた。こ
れらの結果から，ZFDMラットにおいて，女性ホルモンは糖尿病の発症を抑制する作用を有す
るのに対して，男性ホルモンは逆の作用を有することが示唆された。
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重度免疫不全NOGマウスにおけるインヒビン抗血清とeCGを用いた 
超過剰排卵の反復処置による外科的卵子採取 ........................................................288–295

竹澤久美子 1)・後藤元人 2)・小田佳奈子 3)・齊藤奈英 3)・笹岡俊邦 3)・高橋利一 2)

1)株式会社ジェー・エー・シー，2)公益財団法人実中研・動物資源技術センター，3)新潟大学脳研究
所・動物資源開発研究分野
マウスにおける反復的な外科的卵子採取は，同一雌個体から複数回の採卵を可能にし，動物
使用数の削減に寄与する。これまでマウスの卵子採取は安楽死を前提としており，連続採卵の
報告は2回にとどまっている。最も効率的な超過剰排卵誘起法としてインヒビン坑血清（IASe）
の使用が知られているが，抗血清の反復投与はアナフィラキシー反応のリスクをもたらす可能
性がある。本研究では，重度免疫不全を有するNOGマウスを用い，IASe投与による3回連続
の外科的反復採卵の実現可能性を評価した。3回の反復超過剰排卵と外科的採卵回数を繰り
返しても死亡例は認められなかった。反復採卵に伴い卵子採取個体数は減少したものの，採卵
自体は継続可能であった。卵管膨大部への癒着防止フィルムの使用により，3回の採卵可能な
マウスの割合が改善した。さらに3回目の採卵由来胚は移植後，正常に産子まで発育した。し
かし，対照群と比較すると，採卵回数に比例した採卵数の増加は得られなかった。この反復採
卵法のさらなる改善点としては，連続採卵回数の増加や採卵数および受精率を向上させるプロ
トコルの最適化などが考えられる。こうした改良により，雌1匹あたりの採卵数を増加させ，よ
り少ない動物数からの胚の大量生産が可能になると期待される。

Activation of autophagy through Sirt1/AMPK/mTOR mediates the protective  
effects of fraxin against insulin resistance and steatosis in rats.............................. 277–287

Yang Li, Xinchang Feng and Lingpeng Zheng
Department of Traditional Chinese Medicine, Wuhan Fourth Hospital, No. 435, Guli Road, Jiangjun 
Road Sub-district, Dongxihu District, Wuhan City, 430040, China

Insulin resistance (IR) and hepatic steatosis are key pathological features of type 2 diabetes 
mellitus (T2DM). Fraxin, a natural flavonoid with potential metabolic regulatory properties, has been 
proposed to modulate metabolic disorders. This study aimed to investigate whether fraxin protects 
against IR and steatosis via Sirt1/AMPK/mTOR-mediated autophagy activation. A T2DM rat model 
was established using high-fat diet (HFD) feeding combined with streptozotocin (STZ) injection. 
Rats were treated with fraxin (25 or 50 mg/kg) for 4 weeks, followed by assessment of fasting 
blood glucose (FBG), insulin (FINS), HOMA-IR index, serum lipid profiles and liver function. 
Histopathological examination (H&E and Oil Red O staining) evaluated hepatic steatosis. BRL 3A 
cells exposed to palmitic acid (PA) were treated with fraxin (40 or 80 µM), and glucose uptake, lipid 
accumulation, and protein expression (IRS-1 phosphorylation, GLUT-2 translocation, autophagy 
markers and Sirt1/AMPK/mTOR pathway components) were analyzed. The specific autophagy 
inhibitor chloroquine (CQ) was used to verify whether the regulatory effects of fraxin were dependent 
on autophagy activation. Fraxin significantly reduced FBG, FINS, HOMA-IR, and dyslipidemia in 
diabetic rats. In PA-treated BRL 3A cells, fraxin enhanced glucose uptake, reduced lipid droplets, 
and restored IRS-1 phosphorylation and GLUT-2 membrane localization. Mechanistically, fraxin 
activated autophagy and modulated the Sirt1/AMPK/mTOR pathway, which were abolished by the 
Sirt1 inhibitor EX527. In conclusion, fraxin alleviates IR and hepatic steatosis in HFD/STZ-induced 
diabetic rats by activating autophagy through Sirt1/AMPK/mTOR pathway, suggesting its potential as 
a therapeutic agent for diabetes-associated metabolic disorders.
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自然発生性の強直間代性けいれん発作モデルであるNoda epileptic rat（NER） 
及びPhf24-null ratの脳の形態におけるPHD finger protein 24（PHF24）の 
対照的な影響 ..........................................................................................................296–305

沼倉佑樹 1)・田中美有 1)・井澤武史 1)・山手丈至 1)・庫本高志 2)・芹川忠夫 3)・國澤直史 3)・
清水佐紀 3)・大野行弘 3)・桑村　充 1)

1)大阪公立大学大学院獣医学研究科獣医病理学教室，2)東京農業大学農学部動物科学科，3)大阪医
科薬科大学薬学部薬品作用解析学研究室

Noda epileptic rat（NER）は，自然発症性の全身性強直間代発作を示すてんかんモデルラット
である。NERのてんかん発生機序の詳細は不明だが，Phf24遺伝子に変異があり，PHF24タン
パク質の発現が低下していることが知られている。PHF24は野生型ラットの中枢神経細胞に
広く発現し，特に抑制性介在神経の一部で特徴的に発現する。本研究では，NERのてんかん発
生機序を評価するため，NERの脳における神経とシナプスの形態を評価した。NERでは，総
神経数は減少していたが，抑制性神経は増加していた。また，抑制性シナプスは増加し，興奮
性シナプスは減少傾向にあった。次に，自然発症性の発作症状を示さないPhf24-nullラットを
同様に評価し，NERのてんかん発生におけるPHF24の寄与を評価した。Phf24-nullラットでは
NERとは逆の傾向が観察され，抑制性神経とシナプスが減少し，興奮性シナプスは増加傾向
を示した。これらの結果から，PHF24はラット脳において抑制性神経の維持に重要な役割を果
たしていると考えられた。NERにおけるPHF24の減少が抑制性シグナルの障害を引き起こし，
てんかんへの感受性を高めている可能性が示唆された。また，本研究で示されたNERの組織
病理学的変化は，繰り返される発作による二次的な変化である可能性が示唆された。

Comparative study of renal filtration barrier structure and key gene expression  
between Lepus yarkandensis and Oryctolagus cuniculus....................................... 306–321

Siquan Liao, Dandan Peng, Bing Chao, Fang Deng, Bu He and Jianping Zhang
College of Life Sciences and Technology/Xinjiang Production & Construction Corps Key Laboratory 
of Protection and Utilization of Biological Resources in Tarim Basin, Tarim University, 705 Hongqiao 
South Road, Alar, Xinjiang, 843300, China

The Lepus yarkandensis (L. yarkandensis) is an endemic species inhabiting the arid ecosystem 
of the Tarim Basin, characterized by extreme dryness and scarce water resources. In contrast, 
Oryctolagus cuniculus (O. cuniculus) is adapted to temperate environments rich in water. Over the 
course of long-term evolution, the L. yarkandensis has likely developed unique physiological and 
histological adaptations to cope with the survival challenges posed by such arid conditions. This 
study aims to investigate the differences between the L. yarkandensis and O. cuniculus in terms of 
hematological and biochemical blood parameters, renal histology, water-salt regulation capacity, and 
the expression of glomerular filtration barrier proteins, in order to investigate the adaptive strategies 
of the L. yarkandensis to drought environments. The results showed that the L. yarkandensis exhibited 
higher red blood cell counts, hematocrit levels, urine osmolality, and total urinary protein levels 
compared to O. cuniculus, while the urine pH was lower. Histological analysis revealed increased 
collagen content in the outer medulla and more complex tubular structures in the kidneys of the L. 
yarkandensis. Molecular analysis further demonstrated upregulated expression of glomerular filtration 
barrier proteins nephrin, podocin, and CD2AP, alongside downregulated expression of laminin and 
WT1. In summary, these findings provide insights into the potential physiological and molecular 
adaptations of L. yarkandensis, laying the groundwork for future research into the evolution of desert 
fauna.
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シリアンハムスターの冬眠発動における離乳後の餌の効果 ..................................322–333

山内彩加林・延寿祥代・曽根加菜子・松岡七々香・田村　豊・山口良文
北海道大学低温科学研究所生物環境部門冬眠代謝生理発達分野
哺乳類の冬眠は，飢餓や寒冷等の厳しい季節を，代謝や熱産生の抑制により乗り切る適応戦
略である。小型冬眠哺乳類シリアンハムスター（Mesocricetus auratus）（以下，ハムスター）は
商業ブリーダーから入手可能で，冬季様の寒冷短日条件への曝露により，実験室で通年に渡り
冬眠を誘導できるため，冬眠機構研究に適したモデル動物である。しかし，冬眠誘導率は実験
間や施設間でしばしば変動し，その要因は殆ど不明である。近年，幼少期の栄養（食餌）が将来
の代謝，機能，疾患感受性を規定する可能性が示唆されている。これまで，冬眠前や冬眠中の
食餌が冬眠発動に及ぼす影響は検証されてきたが，幼少期の食餌による影響は不明である。本
研究では，ハムスターにおいて，温暖長日下で離乳後与えられる食餌が，その後の寒冷短日下
での冬眠発動に及ぼす効果を調べた。具体的には，離乳後の発達期（3または4週齢から性成熟
まで）に2種類の餌（繁殖向け高栄養［H］餌またはスタンダード［STD］餌）を与え，寒冷短日
曝露後はSTD餌を与えた場合の冬眠誘導率を評価した。雌は，離乳後の餌によらず80％以上
と高い冬眠誘導率を示した。一方，雄は3週齢からSTD餌を与えた場合に最も高い冬眠誘導率
（52％）を示し，H餌および4週齢からSTD餌を与えた個体では著しく低値（33％以下）であった。
以上より，雄ハムスターの冬眠誘導率は，3～ 4週齢という発達上の重要な時期における食餌
により影響を受ける可能性が示唆された。

代理ストレス暴露後の雄マウスとの感覚的接触は，雌マウスの代理社会的敗北 
ストレスモデルにおける社会行動の変化と関連する .............................................334–342

谷島優平 1)・高橋阿貴 2)・豊田　淳 1,3)

1)東京農工大学大学院連合農学研究科，2)筑波大学人間系，3)茨城大学学術研究院応用生物学野
うつ病は男性よりも女性で多く発症し，抗うつ薬に対する反応にも性差が認められてい
る。一方で，げっ歯類を用いたストレスモデルは主として雄を対象に開発されており，雌へ
の適用には課題が残されている。本研究では，代理社会的敗北ストレス（VDS）を負荷した雌 
C57BL/6JJcl（B6）マウスにおいて，代理ストレス提示後の雄マウスとの感覚的接触が行動学
的アウトカムに及ぼす影響を検討した。雌マウスに対して，従来型VDSパラダイムおよび，ス
トレス提示後に雄 ICRマウスとの感覚的接触を除去した2種類の改変パラダイム（単独飼育
［SH］条件またはペア飼育［PH］条件）を比較した。従来型パラダイムでは，雌B6マウスにお
いて有意な社会的忌避行動の増加は認められなかった。一方，改変パラダイムでは，PH条件
において社会的忌避行動が観察され，代理ストレス提示後の雄 ICRマウスとの感覚的接触の有
無が雌VDSモデルにおけるストレス感受性に関連する可能性が示唆された。また，いずれの群
においても，発情周期段階は社会的忌避行動に影響を及ぼさなかった。さらに，雌VDSモデル
における代理ストレス負荷後の雄 ICRマウスとの感覚的接触除去方法の適切性を検討するた
め，2種類の飼育条件を比較したところ，SH条件ではVDS負荷の有無にかかわらず，摂餌量
の低下，飲水量の増加，および体重増加の抑制が認められた。以上の結果から，代理ストレス
提示後の雄マウスとの感覚的接触がVDSを負荷された雌マウスの社会行動に影響しうること
が示唆された。本研究は，雌VDSモデルにおける行動学的アウトカムを解釈する際に，これら
の実験変数を考慮する必要性を示すものである。
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Honghe Fujie lotion ameliorates pregnancy-associated vulvovaginal candidiasis  
in mice by inhibiting the activation of NLRP3 inflammasome.................................. 343–356

Ying Wang1), Yiqun Jiang2), Simao Shi1), Yu Wang2), Jiyu Yang2), Hongying Kuang1)  
and Xiaoling Feng1)

1)The Second Department of Gynecology, First Affiliated Hospital, Heilongjiang University of Chinese 
Medicine, No. 26 Heping Road, Harbin, 150040, China, 2)Graduate School, Heilongjiang University 
of Chinese Medicine, No. 24 Heping Road, Harbin, 150040, China

Vulvovaginal candidiasis, a common infection of the female reproductive tract, poses heightened 
risks when occurring during pregnancy. Although Honghe Fujie lotion (HFL), a traditional Chinese 
medicine, is clinically used for mycotic vaginitis, its therapeutic efficacy and mechanisms in 
pregnancy-associated vulvovaginal candidiasis (pVVC) remain unclear. In this study, HPLC-MS was 
used to analyze and identify the compounds in HFL. This study investigated HFL’s effects through in 
vitro and in vivo approaches. A murine model of vaginal Candida albicans (C. albicans) infection was 
established to evaluate the therapeutic effect of HFL on pVVC. Vaginal fungal load was quantified 
by analyzing vaginal lavage fluid, while the impact of HFL on adverse pregnancy outcomes was 
assessed through placental developmental analysis. Furthermore, the effects of HFL on pVVC-
induced vaginitis and NLRP3 inflammasome activation were examined using immunofluorescence, 
enzyme-linked immunosorbent assay, and western blot. The results included: (1) High performance 
liquid chromatography coupled with mass spectrometry (HPLC-MS) analysis identified 545 chemical 
constituents in HFL. (2) HFL significantly inhibited C. albicans growth and biofilm metabolic 
activity in vitro; (3) in a murine pVVC model, HFL reduced vaginal fungal load and mitigated 
adverse pregnancy outcomes, while also restoring trophoblast cell distribution in placental tissues; 
(4) mechanistically, HFL suppressed NLRP3 inflammasome activation, leading to Caspase-1 activity 
downregulation and subsequent impairment of pro-inflammatory cytokine secretion. These findings 
demonstrate that HFL alleviates pVVC by targeting the NLRP3 signaling pathway, providing a 
preclinical foundation for its therapeutic application in pregnancy-associated VVC.

Neuroprotective effect of safflower yellow in mice with cerebral ischemia  
reperfusion injury.....................................................................................................357–366

Wachiryah Thong-asa, Chaloemchai Aunkeaw and Panutda Prongfa
Animal Toxicology and Physiology Specialty Research Unit (ATPSRU), Department of Zoology, 
Faculty of Science, Kasetsart University, 50 Ngam Wong Wan Rd, Lat Yao, Chatuchak, Bangkok 
10900, Thailand

Safflower yellow (SY), a bioactive compound from Carthamus tinctorius L., possesses potent 
antioxidant and anti-inflammatory properties and may exert protective effects on vulnerable brain 
regions during acute global ischemia. Therefore, this study aimed to evaluate the neuroprotective 
effects of SY against cerebral ischemia-reperfusion (IR) injury in mice, focusing on oxidative status, 
hippocampal neuronal survival, and white matter integrity. Forty male (Institute of Cancer Research) 
ICR mice were assigned to Sham-veh, IR-veh, IR-SY50, and IR-SY100 groups. Pretreatment with SY 
or vehicle was performed for 2 weeks before IR induction by 30-min bilateral common carotid artery 
occlusion and 24-h reperfusion. Brain infarct volume, oxidative status, and histological changes in the 
hippocampus and corpus callosum (CC) were evaluated. Significantly increased lipid peroxidation 
and cerebral infarction, depletion of catalase (CAT) activity, selective neuronal death in the Cornus 
Ammonis 1 (CA1) region, and loss of CC white matter integrity were clearly depicted after IR 
induction. Pretreatment with SY doses of 50 and 100 mg/kg significantly attenuated brain infarct 
volume, together with upregulated superoxide dismutase and catalase activities. Histological analysis 
revealed a dose-dependent therapeutic threshold. Only SY at 100 mg/kg significantly prevented 
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Effects of plant flavonoids and selenium on pancreatic hormones and glucose 
homeostasis in autoimmune thyroiditis.................................................................... 367–382

Khasan Kayumov1), Lubov Kuchkarova1), Dilnoza Romanova1), Szczuko Małgorzata2), Sevara 
Berdiyorova1), Nurali Ergashev3), Irodakhon Karimova1), Umida Yusupova1), Gulchehra Djabbaro-
va1), Sobitjon Mirzakulov1), Anna Bokova 1), Nurshat Murtazayeva1), Manzura Agzamova4), Komila 
Eshbakova4), Bakhrom Komilov4) and Aziz Kobilov5)

1)National University of Uzbekistan named after Mirza Ulugbek. Almazor district, University street, 
4th house, Tashkent, 100174, Uzbekistan, 2)Department of Bromatology and Diagnostic Nutrition, 
Pomeranian Medical University in Szczecin, Rybacka 1, Szczecin, 71-460, Poland, 3)Institute 
Biophysics and Biochemistry at National University of Uzbekistan named after Mirza Ulugbek, 
Talabalar campus, University Street 174, Tashkent, 100174, Uzbekistan, 4)S. Yu. Yunusov Institute 
of the Chemistry of Plant Substances Uzbekistan Academy of Sciences, Talabalar campus, 
University Street 174, Tashkent, 100170, Uzbekistan, 5)Department of Biotechnology and Food 
Safety, Bukhara State University, 11 M. Ikbol Street, Bukhara, Bukhara, 200100, Uzbekistan

Autoimmune thyroiditis (AIT) is a systemic autoimmune disorder that extends beyond thyroid 
dysfunction and is associated with disturbances in pancreatic endocrine secretion and glucose 
metabolism. The present study aimed to evaluate the effects of selected plant flavonoids—
dihydroquercetin, chrysoeriol, luteolin, resveratrol, kaempferol, and thamiflaside—administered 
alone or in combination with selenium on pancreatic hormone secretion, glycemic control, and 
hepatic glycogen content in an experimental rat model of AIT. AIT was induced in male Wistar rats 
using thyroglobulin and Freund’s adjuvant. After confirmation of autoimmune thyroiditis, animals 
received flavonoid treatment (20 mg/kg body weight), with or without selenium, for 14 days. Serum 
concentrations of insulin, glucagon, amylin, and somatostatin were determined by immunoassay. 
Glycated hemoglobin (HbA1c) was measured as an indicator of long-term glycemic control, and 
hepatic glycogen content was assessed in liver homogenates. AIT induction resulted in marked 
metabolic dysregulation characterized by reduced insulin and amylin secretion, elevated glucagon 
levels, impaired somatostatin regulation, increased HbA1c, and depletion of hepatic glycogen stores. 
Flavonoid treatment produced compound-specific corrective effects. Luteolin and kaempferol, 
particularly in combination with selenium, showed the strongest efficacy by restoring pancreatic 
hormone balance, reducing hyperglucagonemia, improving HbA1c levels, and replenishing hepatic 
glycogen toward physiological ranges. Dihydroquercetin and chrysoeriol exerted moderate protective 
effects, whereas resveratrol and thamiflaside showed limited efficacy. In conclusion, autoimmune 
thyroiditis induces significant disturbances in pancreatic endocrine function and hepatic glucose 
metabolism, while flavonoid–selenium combinations may represent promising strategies for 
correcting AIT-associated metabolic dysfunctions.

neuronal death in the CA1 region and preserved CC white matter integrity. Pretreatment with SY 
exhibits neuroprotective effects against IR primarily by enhancing endogenous antioxidant defenses. 
Crucially, while biochemical improvements are achievable at lower doses, a higher therapeutic dose 
is required to preserve neuronal and white matter structural integrity in selectively vulnerable brain 
regions.
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